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長年、趣味でBIダッシュボードをつくってきた人間が

Squadbaseを使ってみた



会社概要

2

社名

設立

株式会社Hakuhodo DY ONE

代表者

社員数2024年4月1日

代表取締役社長 北爪宏彰

3,290名（2026年4月1日時点）

■本社

東京都港区赤坂5丁目3-1 赤坂Bizタワー

■拠点

関西支社 ：大阪府大阪市北区中之島2-3-18 中之島フェスティバルタワー20F

中部支社 ：愛知県名古屋市中区栄3丁目3番21号 セントライズ栄7F

九州支社 ：福岡県福岡市中央区天神一丁目14番18号 天神ブリッククロス南棟 4F

東京オフィス ：東京都渋谷区恵比寿4丁目20番3号 恵比寿ガーデンプレイスタワー

高知オフィス ：高知県高知市帯屋町2-2-9 帯屋町CENTRO3F

新潟オフィス ：新潟県新潟市中央区東大通2-4-10 日本生命新潟ビル10F

さいたまオペレーションセンター：埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-11-20 大宮ＪＰビルディング13F

アイクリエイティブデベロップメントセンター新潟：新潟県新潟市中央区東大通2-4-10 日本生命新潟ビル10F

アイクリエイティブデベロップメントセンター高知：高知県高知市帯屋町2-2-9 帯屋町CENTRO3F

Hakuhodo DY ONEは、高度な運用力と技術開発力、戦略立案力やクリエイティビティを強みに、企業の事業成長を包括的

に支援するデジタルマーケティング会社です。博報堂ＤＹグループの「デジタルコア」として、グループ内のナレッジやリ

ソースを集約し、国内外のクライアント企業に最適な統合型マーケティングサービスを提供しています。



Hakuhodo DY ONEはデジタルマーケティングに強みを持つ広告事業会社として位置しています。

生活者とのコミュニケーション手法が多様化する中、グループ横断で変革を推進する専門組織を組成するなど相互連携し、

市場のニーズにいち早く対応できるサービス設計/提供体制を構築しています。

博報堂ＤＹグループでの位置付け
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博報堂ＤＹグループの体制 博報堂ＤＹグループ横断プロジェクト

博報堂ＤＹグループ内各社/協力会社のナレッジやスキルを集約し、EC 
を起点とした企業のさまざまな価値創造 DX の推進をワンストップでサ
ポートするために、EC 領域に特化した博報堂ＤＹグループ横断型プロ
ジェクト

博報堂ＤＹグループ６社から発足した、マーケティングシステムのスペ
シャリスト500人が集結した横断型組織

博報堂／Hakuhodo DY ONEが両社横断で展開する戦略ネットワーク。
APAC（アジア太平洋）地域の博報堂ＤＹグループ各社を率い、APAC
におけるクライアント企業のマーケティングDXやメディアDXを推進。

ショッパーを起点として、買物体験をデザインする博報堂ＤＹグループ
11社からなる戦略組織

純粋持株会社

広告事業会社 戦略事業組織テクノロジー専門会社

コーポレート機能専門会社

持株会社体制の優位性 グループ経営基盤強化 シナジー効果の醸成

AIによる新しいマーケティングでビジネスを支援する専門集団。博報堂ＤＹグ
ループ独自のAI ソリューション活用に精通したプロフェッショナルメンバーが、
戦略立案からクリエイティブ開発、評価・意思決定までを支援



自己紹介
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廣本 嶺
RYO HIROMOTO

株式会社Hakuhodo DY ONE
TXソリューション本部 ナレッジマネジメント部部長
TXソリューション本部 第三開発部部長
株式会社博報堂テクノロジーズ
BIソリューション開発部

PROFILE

MISSION

データとテクノロジーの力で顧客のマーケティングDXを支援する

WORK

組織のナレッジマネジメントの実践 / 独自研修や育成の仕組みづくり/
新機能や技術の検証 / 組織のAI活用推進 / AIエージェントの開発

INTERESTS

展覧会巡り / Tableauダッシュボード作成 / テックブログ執筆 /
最近はお弁当作り

主なBIツール利用経験
#Tableau #Tableau Next #CRM Analytics #Looker #データポータル #PowerBI



BIダッシュボード作成の経歴
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2017
新設されたBIの専門部署に配属。
社内業務効率化目的のダッシュボード開発に携わる。

2019
Tableauのコミュニティ資格「Data Saber」を取得。
社内コミュニティの立ち上げ、個人ブログの執筆を開始。

2026
Squadbaseに出会う。
機能検証や社内利用推進、顧客提供支援などを実施中。

半分趣味でダッシュボード作成や検証を継続。

会社のテックブログを立ち上げ。



本日お話したいこと
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① 「生成AIでダッシュボードつくりました」は本当か

② Squadbaseの「ダッシュボード機能以外」の便利な使い方
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本日はSqaudbaseのユーザー会です！

一緒にSquadbaseを盛り上げていきましょう！



本日お話したいこと
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① 「生成AIでダッシュボードつくりました」は本当か

② Squadbaseの「ダッシュボード機能以外」の便利な使い方



従来のBIダッシュボードの課題
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データ接続

工程

コネクタ設定・認証設定・ツールごとの作法と制約

対応事項

データ定義 セマンティックレイヤー・計算定義・命名規則

ダッシュボード設計 グラフ選定・レイアウト・UX設計

修正・保守 要件やデータ変更に対する修正対応・保守担当者のアサイン

共有 ライセンス管理・埋め込み対応・ユーザー権限管理

課題

専門知識が必要
都度データ管理部門へ依頼

属人化しがち

センスと経験に依存しがち

作成者に依存しがち

金銭・工数の両面でコスト発生



最近よく聞く話：生成AIでダッシュボードをつくる人が出現

10

ダッシュボード？

あ、AIでサクッとつくっちゃいました



最近よく聞く話：生成AIでダッシュボードをつくる人が出現
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ダッシュボード、

もうこれでよくない？



従来のBIダッシュボードの課題：生成AIで解決？
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データ接続

工程

コネクタ設定・認証設定・ツールごとの作法と制約

対応事項

データ定義 セマンティックレイヤー・計算定義・命名規則

ダッシュボード設計 グラフ選定・レイアウト・UX設計

修正・保守 要件やデータ変更に対する修正対応・保守担当者のアサイン

共有 ライセンス管理・埋め込み対応・ユーザー権限管理

課題→解決？

専門知識が必要
都度データ管理部門へ依頼

属人化しがち

センスと経験に依存しがち

作成者に依存しがち

金銭・工数の両面でコスト発生

手元のCSVアップでOK
AIに依頼すればつくってくれる

わざわざ指示しなくても
AIがよしなに解釈してくれる

わざわざ考えなくても
AIが良い感じにつくってくれる

AIに都度依頼すればOK

HTMLファイルを共有すれば
見られるでしょ
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実は落とし穴があります



生成AIでつくるダッシュボードの落とし穴
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データ接続

工程

コネクタ設定・認証設定・ツールごとの作法と制約

落とし穴

データ定義 セマンティックレイヤー・計算定義・命名規則

ダッシュボード設計 グラフ選定・レイアウト・UX設計

修正・保守 要件やデータ変更に対する修正対応・保守担当者のアサイン

共有 ライセンス管理・埋め込み対応・ユーザー権限管理

専門知識が必要
都度データ管理部門へ依頼

属人化しがち

センスと経験に依存しがち

作成者に依存しがち

金銭・工数の両面でコスト発生

手元のCSVアップでOK
AIに依頼すればつくってくれる

わざわざ指示しなくても
AIがよしなに解釈してくれる

わざわざ考えなくても
AIが良い感じにつくってくれる

AIに都度依頼すればOK

HTMLファイルを共有すれば
見られるでしょ

データに対するアクセス制御はもちろん、
ダッシュボードが外部へ漏洩するリスクがある。

結局「作成者依存」から「AI依存」に変わっただけ。

指標の定義がAI任せになり、組織で基準がそろわない。
AIが常に同じ定義をするとは限らない。

見た目はつくれても「なぜそのグラフなのか」
「データを見てどうアクションするか」を説明できない。

課題→解決？

DBと未連携のデータを使用しているため、
更新性やデータの取得可否、セキュリティの問題がある。
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ダッシュボード作成経験のない人が

生成AIを駆使して 自分で作成すること自体はすばらしい。

しかし、残念ながら 実用を考える上では 落とし穴 に注意が必要。

ダッシュボード画面を作成できたとしても、それだけでは本当の意味での「ダッシュボード作成」とはいえない。



Squadbaseの価値
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SaaSサービスの
使い勝手・機能性

AIの
柔軟性・創造性

ガバナンス 自由分析

従来のBIダッシュボードの機能 と AIの強み を両立した、本当の意味での「ダッシュボード作成」が可能。



従来のBIダッシュボード作成における課題：Squadbaseを使うと
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SaaSサービスとして必要な基本機能が備わっており、ガバナンスを効かせた運用と提供が可能。ガバナンス

データ接続

データコネクタを使用した
データ接続、接続情報の管理

（+ AIを使った柔軟な取り込み）

修正・保守

変更履歴管理機能、GitHub連携

共有

ユーザー管理、共有機能



従来のBIダッシュボード作成における課題：Squadbaseを使うと
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AIの活用を前提とした柔軟なダッシュボード開発および分析が可能。自由分析

データ定義

別名や計算定義を自動生成。
AIチャットからの編集も可能。

ダッシュ
ボード設計

ナレッジに設計ルールを記載。
AIチャットからの作成も可能。

修正・保守

AIチャットに依頼して対応。
他ユーザーの会話履歴も確認可能。



社内に Squadbase の紹介をするとき
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Squadbaseは、

次世代型の ”Agentic BI” です。

こう言うと伝わりやすいので。



本音では
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Squadbaseは、

ダッシュボード作成もできる

”AI分析アプリ”だなぁ。

実際はダッシュボード作成以外にいろいろできるので。（本当はそこを伝えたい）



Squadbaseのポジション（廣本の解釈）
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ではなく

ダッシュボード×AI機能 ダッシュボード on AI PF

AI プラットフォーム

「ダッシュボード」という枠組みで考えるのではなく、

「AI PFの上に成り立つ分析環境」として考える必要がある。



「生成AIでダッシュボードつくりました」は本当か：まとめ
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• 生成AIで「アドホックなダッシュボード画面」は確かにつくることができる。

• しかし、ダッシュボードの本質は「画面」だけではないため、

生成AIだけで「本当の意味でのダッシュボード」がつくられているかどうかには疑問が残る。

• Squadbaseは、従来のBIダッシュボードの機能性とAIの柔軟性を両立したツールではあるが、

ダッシュボード作成ツールというよりは、「AI分析プラットフォーム」というイメージ。



本日お話したいこと
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① 「生成AIでダッシュボードつくりました」は本当か

② Squadbaseの「ダッシュボード機能以外」の便利な使い方



便利な使い方
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①マニュアル
ページの作成

②新規データの
取り込み・修正

③サマリー作成
AIエージェント



ユーザーがダッシュボードの操作方法やデータの定義につまずく。

⇣

問い合わせが頻発して、作成者の運用が大変。

マニュアルを準備してもなかなか見てもらえず、更新も大変。

⇣

ユーザーもフラストレーションがたまり、徐々に利用率が低下。

使い方①マニュアルページの作成
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よくある課題



使い方①マニュアルページの作成
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AIチャットで指示し、ダッシュボードやデータ定義を説明したマニュアルページを作成する解決策

成果：各案件やツールごとに用意していたマニュアルや資料作成の時間が大幅に削減される見込み。

今後：テンプレートやSkillとして組織内に展開し、標準フォーマットとして展開していきたい。



マスタ等の手動運用が必要な場合、データの不備や修正が発生する。
フォーマットミス・記載ミス・反映までのタイムラグ等

⇣

データ運用のモニタリング体制や修正対応が必要になる。

問題発生時に原因の特定や対応に時間がかかる。

⇣

ユーザーもフラストレーションがたまり、徐々に利用率が低下。

使い方②新規データ取り込み・仕組み
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よくある課題



成果：データ運用作業や問い合わせ対応の効率化、データ反映ラグが解消される見込み

今後：手動マスタ運用案件等での型化を目指したい。

使い方②データ取り込みの仕組み
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AIチャットで指示し、 SquadbaseDBに新しいデータを取り込み・修正する仕組みを作成する解決策



ダッシュボードのサマリーを作成して

レポートする必要があるが、毎回作成するのが大変。

⇣

都度AIに壁打ちして作成したとしても、

ダッシュボードへの記載や別途資料の作成が必要になる。

⇣

ダッシュボード作成者の負荷が大きいとともに、

作成者依存になりがち。

使い方③サマリー作成AIエージェント
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よくある課題



使い方③サマリー作成AIエージェント
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AIチャットで指示し、定期的にサマリーを作成し、メールを自動送付するAIエージェントを作成。解決策

成果：定例会での報告や共有の効率化を実現。示唆出しを元にアクションするきっかけの1つに。

今後：データ種類や用途別に型化、サマリー作成用のナレッジやフローの精緻化を目指す。



Hakuhodo DY ONE 公式テックブログ『Tech Waves』
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https://tech-waves.hakuhodody-one.co.jp/

データ基盤やマーケティングソリューション、AIエージェントなどの

技術Tipsや検証結果を定期的に発信しています！

https://tech-waves.hakuhodody-one.co.jp/
https://tech-waves.hakuhodody-one.co.jp/
https://tech-waves.hakuhodody-one.co.jp/
https://tech-waves.hakuhodody-one.co.jp/
https://tech-waves.hakuhodody-one.co.jp/
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ぜひみなさんの活用事例も聞かせてください！

一緒にSquadbaseを盛り上げていきましょう！
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